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地域の皆さんと行政を結びます
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平
成
問
年
度
の
各
行
政
震
の
区
長
及

び
副
区
長
、
監
び
に
各
種
団
体
の
代
表
の

方
々
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す。
な
お
、
区
長
会
長
に
小
針
康
敬
さ
ん
(
北

須
釜
)
、
一
副
会
長
に
は
鈴
木
忠
雄
さ
ん
(
皿
弔
問
阿
)

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

今
年
一
年
間
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
行

政
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
ら
れ
る
方
々

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成16年5月

平
成
時
年
度
玉
川
村
消
防
団

広報たまかわ広報たまかわ平成16年5月

平成1....6年度の玉川村消防団幹部です

士
気
高
ら
か
に

玉
川
村
消
防
団
の
平
成
時
年

度
春
季
検
閲
式
は
、
4
月
お
日

に
泉
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
、
団

員
、
婦
人
消
防
隊
員
、
関
係
者
ら

約
2
8
0
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
大
変
風
が
強
く
、
寒

い
一
日
で
し
た
が
、
統
監
(
車
田

村
長
)
に
よ
る
観
関
、
通
常
点
検
で

は
各
団
員
と
も
整
然
と
し
た
隊
列

を
編
成
し
、
点
検
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
後
の
機
械
器
具
点
検
で
は
、

中
村
池
に
移
動
し
て
一
斉
放
水
を

行
い
、
分
列
行
進
で
は
堂
々
と
し

た
姿
勢
で
行
進
す
る
な
ど
、
最
後

ま
で
士
気
の
高
さ
を
見
ぜ
て
い
ま

し
た
。

金四郎

団長

阿部五世徳妻

長畑

我

首
由

彦団

長岡
車

E
B
 

久

訓練部長

円谷男福

訓練部長

佐久間

之久
川辺分団長

須藤H刀
口勝

蒜生分団長

真弓男審

小高分団長

石井隆正

中分団長

渡辺

式
で
は
、
火
災
予
防
な
ど
に
尽

力
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
、
退
職

さ
れ
た
団
員
な
ど
に
感
謝
状
を
贈

り
、
長
年
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)
内
は
住
所

消
紡
庁
長
官
表
彰

{
退
職
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〕

大
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邦

夫
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小
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塩
田
徳
男
(
四
辻
新
田
)

団
長
表
彰

【
防
火
優
良
家
庭
〕

塩
田
三
千
男
(
川

磯

自

国

勝

(

功
労
者
を
表
彰

良

岩法寺分団長

小林和

南須釜分団長

宗形賢

北須釜分団長

榊枝春

吉分団長

須釜

山小屋分団長

石森栄
ク

辺
)

真

弓

善

次

(

蒜

生

)

首

藤

治

司

(

小

高

)

溝

井

善

行

(

タ

)

鈴

木

栄

(

岩

法

寺

)

小

針

代

土

口

(

中

)

川

田

正

裕

(

岩

法

寺

)

鈴

木

三

善

(

竜

崎

)

小

林

久

二

夫

(

タ

)

員
野
目
照
雄
(
南
須
釜
)

円

谷

勝

良

(

タ

)

小
針

二一

(
北
須
釜
)

小

針

欣

五

口

(

タ

)

須

釜

敬

喜

(

吉

)

石

森

弘

徳

(

山

小

屋

)

榊
校
定
夫
(
四
辻
新
田
)

団
長
感
謝
状

{
退
職
団
長
】

関

根

秀

勝

(

小

高

)

【
退
任
婦
人
消
防
隊
長
】

松

山

京

子

(

山

小

屋

)

【
退
職
分
団
長
}

矢

吹

真

行

(

川

辺

)

柳

沼

邦

仁

(

蒜

生

)

沖

田

伸

夫

(

小

高

)

小

針

裕

治

(

中

)

佐

久

間

豊

(

岩

法

寺

)

橋

本

義

一

(

竜

崎

)

鈴

木

博

幸

(

南

須

釜

)

鈴

木

孝

行

(

北

須

釜

)

矢

吹

隆

雄

(

吉

)

滝

口

政

広

(

山

小
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忠
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(

岩

法

寺

)

誠市

放課後児童クラブが
始まりました

夫
='= 
.!c呈
0=司

玉
川
第
一
小
学
校
の

1
年
生
か

ら
3
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
と
し

た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
始
ま
り

ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
共
働
き

家
庭
な
ど
の
見
童
の
健
全
育
成
を
図

る
目
的
で
、
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た

事
業
で
す
。

子
ど
も
達
は
、
先
生
と
一
緒
に
お

絵
か
き
を
し
た
り
、
工
作
を
し
た
り

楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

健
康
福
祉
課
岱
幻
1
4
6
2
3

男

4 

平日

四辻分団長

石井浩
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
富
一
一
つ
只
中
の

5
月
3

日
、
慣
例
と
な
っ
た
う
つ
く
し
ま
諸
島
空
港
ワ
ク

ワ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
空
港
公
園
な
ど
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
っ
た
菊

池
章
夫
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
宅
一
川
太

鼓
や
工
ア
口
ビ
シ
ョ
ー
、
一
一
胡
の
演
奏
な
ど
次
々

に
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

お
待
ち
か
ね
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
登
場
す
る
と
、

予
ど
も
達
か
ら
一
斉
に
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
会

場
は
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

平成16a:S月

虫
歯
が
な
い
よ
!
iよ
い
歯
の
ヱ
J

ど
も
た
ち

l

今
年
度
1
回
目
の
3
歳
児
健
診
が
、

4
月
初
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
歯
科
検
診
の
結
果
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ

た
、
よ
い
歯
の
っ
す
ど
も
達
川
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(
〉
内
は
住
所
と
保
護
者
名

広報たまかわ

須田あすかちゃん
(四辻新日・一雄)

主
口

森

(

奇麓才置くん
(吉・正)

2004うつくしまふくしま空港

小林留奈ちゃん

(竜崎-弘幸)

榊枝正伸くん
(北須釜・正昭)

白旗綾香ちゃん
() 11 辺・ JJJ ) 

矢吹なゆちゃん
(lJ¥ 高・利勝)

宗像 彩ちゃん
(竜崎・道男)

毎年、交通安全活動仁役立てて欲しいと横断旗を寄鱒さ

れている、南須釜出患の新聞販売会社社長、宗形浩さんが、

今年も 150本の横断旗を寄贈されました。
4月 108に村教青委員会を訪れ、車田教青長に手渡し

ました。

贈られた横断旗は、各学校等に届けられ、交通安全活動

や各種大会の際に使わせていただきます。

石
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

村
内
小
学
校
に
図
書
寄
贈

舎年も横断旗を寄贈

山
火
事
防
止
パレ
l

川
村
と
石
川
町
、
浅
川
町

の
山
火
事
防
止
パ
レ
ー
ド
が
4
月

比
日
に
行
わ
れ
、
林
業
や
消
防

の
関
係
者
が
、
広
報
車
な
ど
で
山

火
事
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
の
出
発
式
は
、
玉
川

村
で
行
わ
れ
、
車
出
村
長
が
「
山

火
事
の
防
止
の
た
め
に
P
R
活
動

を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
村
内
を
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
、
そ
の

後
石
川
町
、
浅
川
町
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

4
月
ロ
日
、
石
川
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
玉
川
第
一
小
学
校

に
、
図
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創

立
加
崩
年
記
念
事
業
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
石
川
管
内
の
全

て
の
小
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
は
、
同
事
業
の
山
田
実

行
委
員
長
ら
が
玉
川
第
一
小
学
校

を
訪
れ
、
図
書
委
員
会
の
児
童
に

手
渡
し
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、

地
蛾
安
全
の
日

毎
年
4
月
刊
住
と
叩
月
刊
日

は
、
住
民
総
参
加
地
域
安
全
の

臼
で
す
。
今
年
の
4
月

m日
も
、

村
内
各
地
で
各
種
団
体
に
よ
り
、

シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
交
通
安
全
立
看
板
の

設
置
、
自
転
車
の
防
犯
診
断
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道

1
1
8
号
線
で
は
、
交

通
安
全
協
会
の
会
員
ら
が
多
数
参

加
し
、
通
行
す
る
車
一
台
一
台
に

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

津軽三昧線・二胡・演歌・舞踊・太鼓の競演が、 4月
118にたまかわ文化{本高館で開催されました。津軽三
日未線小山震英会の主催によるもので、 )11辺公民館で行わ

れた三昧線教室の受講生が演奏を披露したり、日本舞踊

や太鼓の演奏などが行われ、会場仁詰めかけた多くの観

衆から拍手が送られていました。小山露英会で{立、入場

料などの一部を、村社会福祉協議会に贈りました。

津軽三昧線の競演

ア
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い
細
字
の
ア
1
ト
に
、
終
始
た
め

息
を
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

保
健
セ
ン

健
康
教
室
開
催

県
知
事
と意
見
交
操

細
害
の
ア
l
ト
展

3
月
お
日
か
ら
4
月
お
日
ま
で
、

た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
細
字

ア
l
ト
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
高
の
溝
井
光
秋
さ
ん
が
開
い

た
も
の
で
、
つ
ま
楊
枝
に
般
若
心

経
を
書
い
た
も
の
や
、
米
粒
に
似

顔
絵
を
描
い
た
も
の
な
ど
、
多
く

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
時

に
は
、
溝
井
さ
ん
が
そ
の
場
で
つ

ま
楊
枝
に
文
字
を
書
い
て
見
せ
た

り
と
、
訪
れ
た
方
々
は
す
ば
ら
し

郡
山
広
域
開
組
合
と
県
知
事
と

の
意
見
交
換
会
が
、

4
月
お
日

間
に
マ

1
、
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
催
さ

綴
れ
、
佐
藤
知
事
と
用
組
合
管
内
の

市
町
村
長
、
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
(
写
真
)

石
川
地
方
を
代
表
し
て
、
石
川

地
方
町
村
会
長
で
あ
る
車
田
村
長

が
意
見
を
発
表
し
、
福
島
空
港
の

利
活
用
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
国

な
ど
に
働
き
か
け
る
よ
う
、
要
望

し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
保
健

セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
の
第
1
回
目

の
教
室
が
、

4
月
初
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
「
ウ
ォ

i
キ
ン
グ
」
で
、

平
田
村
の
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド
を
会

場
に
行
わ
れ
、
美
し
く
咲
き
始
め

た
芝
桜
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ

i
ス
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
は
毎

月
開
催
さ
れ
、

2
回
目
は

5
月

お
日
(
金
)
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
知
事
ふ
る
さ
と
館
来
訪

4
月
お
目
、
佐
藤
県
知
事
が
、
問

た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
の
中
に
あ
…

る
、
玉
川
ふ
る
さ
と
舘
を
訪
れ
ま
附

し

た

。

的

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
鈴
木
公
民
間

館
長
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
航
…

空
関
係
の
資
料
や
歴
史
民
俗
資
料

な
ど
の
展
示
物
を
見
学
し
ま
し
た
。

玉
川
ふ
る
さ
と
館
は
、
昨
年
の

ロ
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
航
空
ゾ
ー

ン
と
歴
史
・
民
俗
ゾ
l
ン
か
ら
な

る
体
験
型
の
ミ
ユ

1
ジ
ア
ム
で
、
今

ま
で
に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

村長杯家庭

バレーボール大会
今年で21回目を迎えた、玉川村長杯家庭バレーポー
ル大会が、 5月2巴にたまかわ文佑体育館で開催されま

した。

舎包の参加チームは4チームでしたが、いずれの試合
も熱戦が繰り広げられ、少数灘戦の大会と芯りました。

結果は次のとおりです。

寵勝:i寄須釜準優勝:中

健康福祉課では、「こころの健康相談会jを開催します。精

神白での悩みを持つ方、 f~\の病気や精神障害があって掘って

いる方、ミテ青てや対人関1系で困っている万の棺談をお受けい
たします。秘密は遵守いたしますので、お気軽においでくだ

さい。

なお、相談には事部の予約がl必要です。

師範日 時 5月26日 .8月11日.11丹10日.2月9日
いずれも水曜日 午後1時30分から4時まで

睡場所保健センター

極担当針宝ケ丘病続臨床心理士

圃問い合わせ・予約 保{建センター

人事院では、国家公務員採用 111覆試験(富枝卒業程度)の募

集を次により目います。

草創受信期間 6月22日(火)から29日(火)まで
(郵送による揚合は最終日消印有効)

岨1次試験 9月5日(日)
岨申込用紙の請求・問い合わせ

人事院東北事務胃第二課試験係

官022-221-2022

~お 露 f歩みjと定められました。「歩jの文写を使用
していれば、「歩道jや{歩くjなどでも差し受えありません。

瞳諒進要領お題を誌み込んだ自作獄諏で1人1菌とし、未
発表のもの。用紙は半紙とし、毛筆で邑書してください。

極諒進の期間 9月30日まで(郵送の場合は当日消印奇効)
困層郵便のあて先 [〒100-8111 宮内庁jとし、封筒に「諒
進歌Jと書いてください。
ーそ の 他 くわしくは宮内庁ホームページをご覧ください。
(http://www.kunaicho.go.jp) 

小林真喜号先笠

宮37…1024

毎年6月1日は「人権擁護委員のE3Jです。
玉川村長から推薦され、法務大臣が委曙した人権境護委員

力昔、困りごとや悩みごとなど人権に関する相談に応じる、特

設人権棺談所が次のとおり開設されます。相談は熊料で秘密

は守られますので、お気軽にご相談ください。

調開設自時 6月1巴(火) 午前10時から12時まで
調開設場所 須釜公民館 1賭「講義室J
画相談委員人権擁護委員大木芭邦 n57-2062

人権擁護委員吾巴和菩 n57-2183
~問い合わせ住民課宮57-4624

(財)福患県都市公冨・緑化協会では、土づくりから莞定時

期、把料の種類、病害車と妨隷などについて学J"S¥、園芸教室

を開錯します。

庭づくりや手入れについて、実際に作業しながら、楽しさ

やおもしろさを発見してください。

~日詩
5月23日 .30日 6月6日.13日 .20日の計5白
いずれも日曜日 午後1持30分から4時
調場 所 21世紀建設館及び工アフロントエリア管理事務所
調対象及び定員成人男女、各自30名
画参加料 3，000円(材料代及び安全保験科書む)
画面申し込み・問い合わせ

(慰)福富県都市公園・緑化協会(録のスポーツ工リア管理

事務所) 岱0248-89-1766

総務省及び経済産業省では、 6月1目、事業所・企業統計
語査、商業統計調査及びサービス業塁本調査を1枚の謡査票

で同時に行います。全国の民営の事業所がすべてます象になり

ます。

この調査は、統計法に基づいて実施される国の重要な謂査

であり、提出された調査票を、統計上の目的以外に使用する

ことはありません。己目下旬から調査員が各事業所{こ伺いま

すので、ご協力をお顧いします。調査員は次の7名です。
・阿部裕吾 ・車田ハルミ子 ・大木弘幸 ・植野公一部

・南僚光徳・竹内 茜・草野美恵三子

画面問い合わせ企画財政課 岱 57-4629 

平成16年5月広報たまかわ
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平成16任5月広報たまかわ

児童手当現況屈の提出を
児童手当を受給している方は、信年、現況届を提出してい

ただくことになっております。

現況窟の用紙は、 6月初簡に郵送されます。提出されませ
んと、 6月分以揮の手当が受けられなくなりますので、忘れ
ずに提出してください。

調問い合わせ健康福祉課

少年サポート相談所
開設のお知らせ

お3さんの問題で悩んでいることはありませんか。警察署
では次のとおり相談所を開設しますので、お気軽にお出かけ

ください。

画開設場所

岨開設日時

官57-4623

白河市・新白河駅前交番

平成17年2月までの毎月第4金曜日
午後3時30分から5時30分

111問い合わせ 白河警察署・石川警察署少年サポートセン
タ一員担当 まま0248-23…0110 内線271

不審な電話による
個人情報収集にご注意を

社会保険事務所の職員を装った集屈が、自宅に電話をし

て、「会社に郵めていた時の保険料が納めすぎになっていま

す。返したいので会社名、住所、口座番号を教えてくださいj

などと、ご家族の勤務先の名柿、所在地、電話番号を聞き出

す芯ど、個人情報の収集が全冨的Iこ行われています。
社会保検事務所では、電話により個人情報を聞き出すよう

なことはしておつませんので、不審な照会には答えないよう、

十分にご注意願います。

芯お、社会保険事務所職員等を名乗る不審な訪問者や、電

話での不審な問い合わせ等がご、ざいましたら、社会保陵事務

所までご、連絡ください。

量郡山社会保険事務所岱024-932-3434

手口

地区名 死亡者

岩法寺 大竹キクヨ

竜崎 小林ツギ

南須釜 塩津キチ子

北須釜 榊枝安孝

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け出の

際にお申し出ください。

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付

をいただきましたむ厚く御礼申し上げます。

(村社会棺祉協議会)

保護者名

義

(4月届出分)
世帯主名

友重

茂夫

孝子

お誕生おめでとうございます|
(4月届出分)

と人

名氏
肘
隼

巴ん汁エ出

竹大

地区名

岩法寺

記

岩法寺の大竹友重さんから

竜崎の小林茂夫さんから

南須釜の塩沢藤雄きんから

北須釜の榊枝 清さんから

津軽三味線小!lJ流・小山貢英さんから

チャリテイ}益金として66，412円

平成16年6月

型国軍}国の健康ごよみ
-・保

保

新米パパの育児教室・

午後6時30分~
保健センター健康教室

午前9詩30分~

1115月
26日(水)

28日(金)

広報たまかわ

1呆
1116日
4己(金)

7自(月)
，8己(火)
9日C7]<)
10日(木〉
11日(愈)
13日(日)
14日(月)
15日(火)
16日(水)

17日(木)
188C金)
20日(日)
22日(月)

今月の納税

冨定資産税 第1期分
軽自動車税 金期分

7，627人(十 11) 

3，780人(十5)

1，933声(十4)

3，847人(十6)

-
自

u
u
'
E

10 

社会保醸事務所出張棺談日程表

6母 17日(木)
10: OO~ 
15: 00 

ア月 15日(木)

年金の受給手続きなど、お気軽にご相談ください。

※年金手壊、墓礎年金番号通知書をご持参ください。

【
リ
ウ
マ
チ
科
を
新
設
】

公
立
岩
瀬
病
焼
か
ら
の
お
知
ら
せ

{
X線
C
T
装
置
を
更
新
}

公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、

X
線

C
T
装
震
を
霊
新
し
ま
し
た
0

4

フ
ロ
導
入
し
た
機
種
は
瞬
時
に

細
か
く
間
断
面
(
ス
ラ
イ
ス
)
が

同
時
に
撮
影
で
き
る
、
世
界
最

一
高
水
準
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
技

術
事
萎
で
て
い
ま
す
。
(
写
翼
)

頭
部
、
胸
部
、
腹
部
等
全
身

の
断
層
写
真
や
立
体
像
(
3
D
)

の
鮮
明
な
画
像
が
短
時
間
に
撮

影
で
き
、
患
者
負
担
の
経
減
も

図
ら
れ
ま
す
。

4
月
か
ら
稼
動
し
、
消
化
器

系
疾
患
、
。
疾
患
、
脳
疾
患
等

の
診
断
に
威
力
が
発
揮
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、
診
療

科
目
に
ソ
ウ
マ
チ
科
を
新
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
リ
ウ
マ
チ
疾
患
に

つ
い
て
は
、
整
形
舛
科
、
消
佑

器
内
科
そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
診
療

を
し
て
い
ま
し
た
。
リ
ウ
マ
チ

は
、
整
形
外
科
的
治
療
に
加
え
、

内
分
湖
面
か
ら
の
検
査
、
治
療

も
奇
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
リ
ウ
マ
チ
の
専
門

医
が
内
科
医
と
協
力
し
な
が
ら

診
療
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
、

よ
り
適
切
な
治
療
が
国
能
に
な

り
ま
す
。石川地方統計協会統計泊労表彰

保

舘

館

所

館

館

一

一

一

所

公

一

館

館

保

旅

毘

会

民

民

タ

タ

タ

会

・

タ

喬

蕎

・

屋

公

集

公

公

ン

ン

ン

集

・

ン

体

体

・

訪

屋

土

口

辺

辺

セ

セ

セ

崎

・

セ

村

村

・

諏

小

一

山

川

育

改

構

竜

一

改

一

・

山

一

一

・

体

生

農

・

・

生

・

・

・

民

・

村

釜

寺

・

・

中

・

・

・

間

・

須

法

・

・

時

・

・

・

駒

診

診

一

一

一

一

一

…

出

岩

…

会

釘

一

一

一

一

部

健

健

~

…

・

・

・

・

一

一

一

一

鍵

」

一

一

一

一

立

見

児

分

一

・

・

・

・

・

・

・

・

見

ノ

刀

・

・

・

・

/

同

月

~

月

筑

一

一

一

一

一

一

一

一

一

月

初

一

一

一

一

~

:

ケ
時
け
時
診
診
診
診
診
診
診
診
診
灯
時
診
診
診
練
潤
公

6
1
H
1
検
検
検
検
検
検
検
検
検

4

1
検
検
検
訓

1
.

議

後

~

後

民

民

民

民

畏

民

民

民

民

~

後

畏

民

民

能

前

ト

1
午

9
午

住

住

住

住

住

住

住

住

住

3
午

住

住

住

機

午

対セ
荷
足保保

次の方々は、統計調査員として長年にわ

たり統計調査に従事するととも仁、統計精度

のfOJ上についての泊績が顕著であると認めら

れ、石川地方統計協会長より表彰されました。

石井清春(竜時)塩沢利一(南須釜)

高原藤郎(小高)矢部美枝吾() 11 辺)
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子どもの食生活@】【シリーズ

今月は、 3歳児食生活調査集計結果から、ミ子ども達の食
生活の中で、野菜のとり方について考えていきたいと思い

ます。下記のグラフは、 3歳児が朝食時にどのように野菜
をとっているかを表したものです。

Eコみそ汁で
仁コ主食に混ぜて

仁=:Jおかずとして

亡ゴ漬物
仁ごコとらない

6
2
 

生き生き骨一?IL

玉川山野草

溝井良伸

岱57-2466 

玉川山野草会は、今年で結成22年を迎えました。現在
の会員は 32名で、結成当時からの会員がほとんどです。
おもな活動としては展示会などの開催で、毎年5月と6
月、そして秋の文化祭の際に山野草展を開催し、毎回、丹

精込めて育てた山野草を展示しています。

今年も、 5月 15日と 16日の2日間、玉川村就業改善
センターで開催し、工ビネを中，[jlとした山野草を多数展示

しました。会員 1人あたり3""'5点、多い人は 15""'20 
点もの作昂を出昂しているそうです。また、優秀な作昂に

は村長賞や会長畠などの各賞が与えられます。

次回は、6月の開催を予定しておりますので、ぜひお出
かけください。

-会長

・連絡先
朝食時の野菜について、食べていないそ子どもが44%と
非常に多いです。朝食時に食べないが昼食時、夕食時に

は野菜を食べているようですが、 2食で1日に必要な野菜
の目安量(緑黄色野菜60g、その他の野菜100g)をとる
ことは難しくなります。野菜には体の調与を整えてくれる

栄養素fビタミン類、ミネラル類jが豊富に書まれ、免疫力
を高め、風邪や色々な病気にかかりにくくしたり、文夫な

骨や体を作るために大切な役割を果たすものです。朝食時

から、できるだけ野菜を食べるように工夫することが大切

になります。野菜の摂取状況としては、おかずからとるよ

り、みそ汁の異としてとる;子どもの割合がやや多いようで

す。朝食時に具沢山のみそ汁や野菜スープを-昆加えるこ

とで、野菜不足を解消し、食昂数が増え、栄養のバランス

がとれてきますので、みそ汁を見直してはいかがでしょう

か。ただ、塩分は控えめに!

組;
心に残る我がふるさと

『中学時代』

ん
さ作

)身

市

大

創

一

-

J
J
J

山

受

南

1
1
'
'
J
a
n
H
l

''
t
、、

県一
一
榊

主重重量監霊園冨温置心
に
残
る
我
が
ふ
る
さ
と
へ
の
原

稿
を
と
ア
ル
バ
ム
を
眺
め
て
お
り
ま

し
た
ら
、
須
釜
小
学
校
で
撮
っ
た
、

中
学
生
の
時
の
こ
の
写
真
が
出
て

き
ま
し
た
。
中
学
何
年
生
の
時
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
(
た
ぶ
ん
一

年
生
ぐ
ら
い
)
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
野

球
を
終
え
て
帰
る
夕
方
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
写
っ
て
い
る
影
の
長
さ
か

ら
、
真
夏
の
天
気
の
良
い
夕
方
と
思

わ
れ
ま
す
。
校
庭
の
左
側
に
少
し
だ

け
写
っ
て
い
る
の
が
、

6
年
間
学
ん

だ
須
釜
小
学
校
の
校
舎
、
そ
の
右
側

の
横
に
長
い
平
屋
建
て
は
、
小
学
校
、

中
学
校
合
わ
せ
て
入
学
式
2
回
、
卒

業
式
2
回
行
な
っ
た
思
い
出
深
い
講

堂
で
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
卓

球
、
柔
道
、
剣
道
と
何
で
も
手
を
出

し
て
遊
ん
だ
、
懐
か
し
い
講
堂
。
そ

の
奥
は
中
学
時
代
3
年
間
学
ん
だ
須

釜
中
学
校
の
校
舎
。
古
い
一
枚
の
写

真
か
ら
、
小
学
校
、
中
学
校
時
代
の

懐
か
し
い
様
々
な
出
来
事
が
、
次
か

ら
次
へ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
写
真
は
、
誰
に
撮
っ
て
も
ら
っ

た
写
真
か
は
思
い
出
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
何
せ
、
中
学
時
代
と
い
え

ば
必
j

G
年
前
の
事
で
す
の
で
。

ま
た
、
も
う

一
つ
思
い
出
せ
な
い

事
は
、
右
側
に
写
っ
て
い
る
の
は
私

で
す
が
、
左
側
に
写
っ
て
い
る
方
は
、

同
級
生
な
の
か
、
そ
れ
と
も
野
球
部

の
先
輩
な
の
か
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。

大
変
失
礼
と
は
思
い
ま
す
が
、
も
し

「
広
報
た
ま
か
わ
」
を
ご
覧
に
な

っ
て

思
い
当
た
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
も
9
月
で
還
暦
を
迎
え
る
年
に

な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
思
い
出
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
川
村
と
東
京
玉
川
会
の
、
今
後

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

12 東京玉川会総会を7月.日に開催します。詳しくは、役場企画財政課岱まで | 




